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3 家庭との連携 
（1）家庭や生徒に向けての情報提供と啓発活動の実施 
 ①月1回、体力向上等に関する内容を記載した｢体力向

上だより｣を発行し、家庭への啓発に努めている。 
（2）自力通学の奨励 
 ①生徒会専門部の生活委員会が自力通学の呼びかけを

行っている。 
 
●工夫したこと（＆苦労した点）――――― 
①体力アップチャレンジウィ-ク｢日出中 60 運動｣では生
徒自身が日常生活を振り返り、自身の運動習慣を考え
る良い機会となった。 

②「体育の日」においては、運動の内容を生徒自身が考
え、提案した。また、各学級に自由に使用できるボー
ルや長縄を配布し、外での活動意欲を促した。 

④ 体育の授業に興味・関心を持ち、生徒が意欲的に活
動できるよう、ICT機器を用いたり、専門性の高い外
部指導者を招いたりして授業を工夫した。 

④自らの体力状況や健康、成長期の体のことへの関心が 
高まるよう、「体力向上だより」の掲載内容を工夫した。 

 Check：取組の成果            
①体力アップチャレンジウィ-ク｢日出中60運動｣では、 
生徒が作成するワークシートの助言・指導を学級担任 
が行うことで、保健体育科以外の教職員にも体力向上 
の取組に対する意識の向上が生まれた。 

②「体育の日」の活動では、生徒だけではなく、学級担
任と共に活動する姿が見られた。生徒と教師の有効な
関係づくりにも寄与したと考えられる。 

 Action：今後の課題                
①小中の連携をより一層図り、本校における体力向上の 
取組を提供していくことが必要であると感じた。 

②運動好きな生徒を育て、望ましい生活習慣を確立する
ために、全教職員や家庭に対する情報提供をさらに推
進していくことが重要であると感じた。 

 Plan：取組時の課題と計画           
1 取組時の課題 
◆総合評価C以上の男子生徒の割合が女子と比べ低い 
・新体力テスト総合評価C以上の生徒が、男子70％、
女子 84％であり、昨年度と比較し、男子の割合が減
少し、女子との差が生まれている。 

・運動への愛好度は年々増加傾向にあるが、全体への
浸透という面では課題が残る。 
 

2 取組の計画 
① 体育的活動の充実 
・一日の身体活動時間60分以上を目指す、体力アップ
チャレンジウィ-ク｢日出中60運動｣を年3回実施 

・生徒会と連携した、｢体育の日｣を月2回実施 
② 体育授業の工夫と充実 
・各単元に応じた補強運動の実施 
・体力テストの項目に特化した補強運動の実施 

③ 家庭との連携 
・体力向上等の取組に関する通信を月1回発行 

 Do：実践内容               
1 体育的活動の充実 
（1）年3回の体力アップチャレンジウィｰクの実施 
 ①1日の身体活動時間60分以上を目指し、生徒自身が 

日常生活の振り返りと運動計画を設定する。 
 ②設定した運動計画をもとに1週間の取組を実施し、 

学級担任が助言・指導を行っている。 
（2）月２回の「体育の日」の実施 
 ①生徒会活動の中で、昼休みに学級全員が外活動をす 

る日として「体育の日」を月2回実施している。 
 ②生徒会専門部の保体委員と代議員が連携を図り、楽 

しみながら体を動かせるような活動を考えている。 
 
2 体育授業の工夫と充実 
（1）各単元に応じた補強運動の実施 
 ①生徒の体力状況、種目特性に応じた補強運動を授業

始め（10分程度）に実施している。 
 ②ICT教具や外部指導者（ダンス）等を活用した授業の

展開を実施している。 
（2）体力テストの項目に特化した補強運動の実施 
 ①本年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

新体力テストの測定が中止となったため、本取組は
実施できていない。各運動種目の特性に応じた、補
強運動は毎時間の授業開始時に行っている。 

自主的に健康・体力づくりに励む生徒の育成

～体力向上と望ましい生活習慣の確立～ 

大分県速見郡日出町立日出中学校 

◎体力向上の取組がもたらす波及効果 
 本取組は保健体育科だけの活動ではなく、多くの教職 
員が生徒と共に活動している様子が見られ、相互のより 
よい関係づくりにつながっている。また、体育授業の充 
実を図るため、教師相互で指導内容や教材・教具の開発 
を行い、授業における実践力が向上した。 

テーマ 自主的に健康・体力づくりに励む生徒の育成 

全校生徒数 ７１３名（男子３７６名 女子３３７名） 

全クラス数 ２３ 教職員数 ５４名（保健体育科４名） 

体育推進教員名 松林 真 
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２．本校の体力状況（令和元年度分）及び運動への愛好度の調査結果について

１．本年度の具体的な取組事例

（１）体力アップチャレンジウィ-ク　｢日出中６０運動｣について

（２）｢体育の日｣の活動について

【生徒個人のワークシート】

自身の生活の振り返りと運動計画、実施

後の感想が記入されている。

①は生徒・保護者

用の啓発プリントと

して配布したもので

ある。趣旨や目的を

記載している。

②は本取組と合わ

せて、養護教諭が制

作した掲示物である。

保健体育科以外の教

職員の協力体制も構

築することができた。

①

②

 


